平成２３年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　　　項：企画開発費　　　目：県民生活行政費
	事業名: ネットワーク大学コンソーシアム岐阜運営費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　環境生活部　人づくり文化課　大学連携・生涯学習担当　電話番号：058-272-1111（内2457）
　　　　　　　　　　　E-mail：c11151@pref.gifu.lg.jp
	事業費


要求額：5,155千円（前年度予算額：5,259千円）
	事業内容


	１　事業の内容


　岐阜県と県内２１の高等教育機関が共同運営する「ネットワーク大学コンソーシアム岐阜」の運営費を負担する。

○ネットワーク大学コンソーシアム岐阜の概要

　  大学間が連携し、各大学の魅力を高めるとともに、地域における知的活動の中心拠点として、高等教育に対する多様なニーズに的確に対応し、地域社会の発展に寄与することを目的とする
　・構成団体　岐阜県、岐阜大学、岐阜県立看護大学、岐阜薬科大学、岐阜経済大学、
岐阜女子大学、朝日大学、岐阜聖徳学園大学、東海学院大学、中京学院大学、
中部学院大学、岐阜医療科学大学、岐阜市立女子短期大学、岐阜聖徳学園大学
短期大学部、東海学院大学短期大学部、中部学院大学短期大学部、大垣女子短
期大学、中日本自動車短期大学、岐阜保健短期大学、岐阜工業高等専門学校、
情報科学芸術大学院大学、放送大学岐阜学習センター
　・事業　共同授業、単位互換事業、大学ガイダンスセミナー、教員免許状更新講習
○県と大学の経費負担について

　　平成１９年度に策定した「将来ビジョン」に基づき、負担割合を見直し。

　　　　平成２１年度　　県４：大学１

　　　　平成２２年度　　県３：大学１

　　　　平成２３年度　　県２：大学１

　　　　平成２４年度～　県１：大学１
	２　所要経費


　（１）ネットワーク大学コンソーシアム岐阜運営費（全体）　　8,021千円

　　　　　県負担額　　　4,680千円　大学負担額　2,350千円（２：１）

　　　　　受講料等収入　　991千円

　（２）県事務費　475千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅴ ふるさと岐阜県を未来につなぐ人づくり
　２ 多様なつながりを持ち、地域を支える力を持った人を育てる
　　（２）地域づくりの中心となる人材を育成する

（３）地域づくりに参加する人材を増やす

（４）地域づくりにつながる生涯学習の取組を支援する
	２　これまでの取組状況


　①経緯
　　・平成10年度：国際ネットワーク大学コンソーシアム共同授業運営委員会設置

（県内13大学等：委員長・岐阜大学長）

  　・平成11年度：国際ネットワーク大学コンソーシアム共同授業開講

  　・平成14年度：前学期から、インターネットｅラーニング開始      

  　・平成15年度：包括的単位互換制度実施

　　・平成19年度：「将来ﾋﾞｼﾞｮﾝ」、「将来ﾋﾞｼﾞｮﾝ推進５カ年計画」策定

　　　　　　　　　「ﾈｯﾄﾜｰｸ大学ｺﾝｿｰｼｱﾑ岐阜」に改称

　　・平成21年度：事務局を岐阜大学に移転

　　　　　　　　   平成21年度文部科学省「大学教育充実のための戦略的大学連携支
援プログラム(以下「GP」と表記)」に採択

　　　　　　　　　「将来ビジョンⅡ」策定

　　・平成22年度：岐阜医療科学大学、岐阜保健短期大学、情報科学芸術大学院大学、

放送大学岐阜学習センターが加盟
　②実施事業・実績

　・共同授業

　大学レベルの高度な知識を、大学生だけでない幅広い人達へ提供する機会の創出を
目的とし、大学の講義を、対面授業・遠隔ライブ授業・インターネットによるeラーニ
ンク授業の３方式により、社会人、高校生へ提供する。

　　平成１１年度から平成２１年度までの実績
　　　　提供科目数　４５科目

　　　　受講者数計　８，５０４人

　　　　うち学生　　５，７９３人（うちｅラーニング　１，１０４人）

　　　　うち社会人　２，７１１人（うちｅラーニング　　　５０３人）
　・単位互換

　所属する大学以外の他の大学等が開講している授業科目の中から、希望する科目を
履修し単位を修得すれば、所属する大学の単位として認定されるほか、認定された単
位のうち、所定の要件を満たすものについては、卒業要件として活用できる。
　　平成１５年度から平成２１年度までの実績

　　　　提供科目数　５３０科目

　　　　受講者数計　８４０人（他大学からの受講者数）

　　　　うちｅラーニング受講者数　７８８人（約９４％）
　・大学ガイダンスセミナー（平成２０年度～）

　　　大学入試センターとの共催により、高校生に大学及び入試情報を提供する「大学ガ
イダンスセミナー」と、大学教職員と高校教員が情報交換を行う「高大連携セミナー」
を実施。
　　平成２０年度実績

　　　　　　　　　　　　　大学ガイダンスセミナー　　高校生　　２８３名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保護者　　１１３名

　　　　　　　　　　　　　　　　　高校教員　　　５名
　　　　　　　　　　　　　　　　　一般　　　　　８名

　　　　高大連携セミナー　　　　　高校教員　　５２名
　　　　　　　　　　　　　　　　　大学教職員　５４名

　　　　　　　　　　　　　　　　　その他　　　　１名
　　平成２１年度実績

　　　　大学ガイダンスセミナー　　高校生　　２７３名

　　　　　　　　　　　　　　　　　保護者　　１０５名

　　　　　　　　　　　　　　　　　高校教員　　　３名

　　　　　　　　　　　　　　　　　一般　　　　　４名

　　　　高大連携セミナー　　　　　高校教員　　３０名

　　　　　　　　　　　　　　　　　大学教職員　５５名

　　　　　　　　　　　　　　　　　その他　　　　２名
・教員免許状更新講習（平成２１年度～）

　　　教育職員免許法の改正により、１０年毎に免許状更新講習の課程を修了しなければ
普通免許状が授与されない制度となったことに対応した事業。コンソーシアムで専門
部会を組織し、県内の教員に更新講習を提供。コンソーシアム単位での取り組みは、
全国でも珍しい。
	３　これまでの取組に対する評価


　①生涯学習機会の提供
　　　これまで実施した共同授業等により、県民の生涯学習機会・高等教育受講機会の
創出という施策に対し一定の効果を挙げている。

　②県内高等教育機関の振興

　　　岐阜県は大学、短期大学への進学者のうち、岐阜県内の大学等へ進学する率が
　　18.82％（平成２２年度学校基本調査より）と全国で３９番目に低く、学生の輸出県

と言える。また、少子化により大学の経営が非常に苦しい現状にあって、ネットワ

ーク大学コンソーシアム岐阜という組織を利用し、各大学が共同で広報、教養教育、

システム利用を行っていくことにより、特に中小の大学、短期大学にとっては経営

上大きなメリットがある。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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